
















　　　苺原樹の日常







「せんせぇ、今日はお尻触っていい？」

　喉が完全に詰まって、飲み込もうとしていたものが耳の穴まで競り上がりそうだった。教科準備室で戸川さんと昼休みを過ごすというのは、『そういうこと』なのが既に共通の認識になっていたけれど未知のそういうことが不意にやってくるものだから窒息しそうになった。

　引き締まる心臓が落ち着くまで、返事もできないで目の前の戸川さんを見つめる。既に簡単な昼ご飯を食べ終えて両手が自由になっている戸川さんが、私の架空の……臀部を撫でるように指先を動かすものだから頬と耳の中で熱が弾ける。

「その手つきやめて……」

　ようやく飲み込んで、お茶を飲んで、一息ついてから恥じ入る。

「許可を取ったらいいよってこの間言ってたよね？」

「……い」言った。「言ったけど……」言うなよ教師が。なんなんだお前は。

　自分に呆れ果てる。相手を誰だと、自分をなんだと思っているのか。

　相手は担当クラスの女子高生で、十歳年下で、私は教師で、既婚者だ。そして、その教え子に手を出している。最低の自己紹介が出来上がった。そして今後、更に救いようのない情報が更新されていくのは想像に難くない。もう止まれないのだ、私たちは。

「せんせのお尻、触ってみたい」

　私より背の高い美人の女子高生、戸川凛。どういった美が集っているか上げ続けると終わりを見失うので割愛するけれど、その子が私を求めている。肉体的に、求められている。

　私はその事実に、浅ましい喜びを常に与えられていた。

　だから、今回も。

　耳が腫れぼったく、ちぎれるように、痛い。

　食べ終えて、片付けてから、準備室の鍵を確認する。何回も。それから部屋の隅へと移動して、いつものように座り込む。そんな私を見てか、戸川さんの笑い声がした。

「せんせ、座ってたら触れない」

「あ」

　いつもの要領で床に座り込んでしまった。いつもはこうして、お互いの胸を……額を抑えながら立ち上がる。膝が頼りなくてよろめきそうになった。でもそれならどうすればいいのか。このまま棒立ちに、突っ立っていればいいのか。正直、支えが欲しい。

「じゃあせんせ、こっち」

　戸川さんが私の肩を抱くようにして移動を促す。壁際へと寄せられて、それで自分がどうすればいいのかを察する。つくづく、終わっていると嘆きながらも、壁に手をついた。

　手をついて壁と見つめあっているだけなのに、どんどん息が掠れる。受け入れるように戸川さんに背を向けて、晒して、いつ来るのかと身構える。寄り添うように立つ戸川さんの影が肩越しに私の頬を撫でている。その戸川さんの息も落ち着きがなく、私の首を舐めるように近い。

　そして。

　そっと、まずは様子を見るような接触。

　私の背筋が跳ねて落ち着くのを待ってからの、動き出し。

　教え子の手が、繊細で、長い指が、スカート越しに私のお尻を愛でてくる。首の裏にぞわぞわと蠢くものが芽生える。思わず目をつむると、下半身に触れる戸川さんの指が暗闇に浮かび上がるようだった。戸川さんの手は指で、手のひらで、形と手口を変えては執拗に撫でまわしてくる。

　胸とはまた違う、足に走る寒気に似た緊張。触られるという行為と構図に、刺激の大半が依存している。戸川さんも似た感触を覚えているのか、撫でる手つきがどんどん大きく、激しく、明確になっていく。

　いつスカート越しではなく、手を入れられることになるのかと、想像でゾクゾクとしていた。

　昼休みが濃密に、破滅的に、淫行で削り取られていく。

　そのままだとずっと、いつまでも触っていそうなので、ぐっと拳を握って壁を押すように振り返り、目線で終わりを告げる。普段と異なる余裕のない表情になっていた戸川さんが、ひとりぼっちになった手のひらを見つめてから、一歩引く。

　二人で深呼吸するように、一拍置いて。

　だけどここで、終わりではない。

「せんせぇも……する？」

　頬を薄く染めたままの教え子が、欲望の水底から誘う。

　するって、私が、戸川さんのお尻を。

　スカートを見下ろして、息を呑み。

　なにを考えているのか。頭痛が強すぎて目が眩む。酸欠のように意識が揺れる。

　これに応えるようならいよいよ、戸川凛と出会うまでの自分は死んだと言える。

　そして。

　崩れて腐り果てたような、自分に似た声の持ち主が、「します」と言った気がした。

　入れ替わって壁に手をつく戸川さんの背中に、腰に、スカートに。ぼぅっと、見とれる。そのまま吸い寄せられるように、ふらつきながら距離を詰めて、覆いかぶさるように手を押しつける。今まで私はどうやって犯罪に寄らないで生きてきたのだろうと疑問を覚えるくらい、欲望に抵抗できない。触れた指先を歩くように前後させると、背を向けた戸川さんの声が震える。

「せんせがやると、なんか、冗談じゃない感じ……」

　その呟きに、ハッとなり肘から先が硬直する。

　女子高生のスカート越しに、お尻を撫でる自分の手を見下ろしたとき、重力が増した。

　自分を支える骨格がひしゃげるほどの絶望と、集って大粒の雫として垂れそうなほどの、興奮。お尻は触られるよりも、触るときの方が引くほど……あまりに低俗な表現に、流石に目を覆いそうになる。歯の根が合わないほどの軽蔑と、自己嫌悪に、しかし抵抗はない。

　ずっと、息を荒げながら手を動かし続けている。

　下劣な本音を隠さなければ、今すぐスカートの中に手を入れたいと手首が張っていた。

　かように私は、戸川凛という美しい地獄に沈んで、もう、抜け出せないでいる。これが今の私の普通。日常風景。教え子に手を出して、平然と夫と暮らす犯罪者の綴る日々。

　夏の熱気より膨らんだ欲望を擦り合わせて、末路が見えていても戸川凛を求め続ける。

　これはそんな目先の幸せに身心すべてを捧げる、ありふれたバカのお話だった。
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